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ギガビットＶＬＢＩシステムを用いた初試験観測

小山泰弘、中島潤一、関戸衛、栗原則幸、瀬端好一、古屋正人、雨谷純、近藤哲朗 (通信総研)、川口則幸
（国立天文台）、木村守孝（東大理）、木津重雄（東芝）

ギガビットＶＬＢＩシステムを用いた、はじめての試験観測を１９９８年７月１０日に実施するので、その概要と処理結果
について報告する。観測は、通信総合研究所の小金井・鹿嶋の２地点にそれぞれギガビットＶＬＢＩ観測システムを一式ずつ設
置し、首都圏広域地殻変動観測計画（ＫＳＰ）の１１ｍアンテナのＸバンドとＳバンドの受信機で受信した信号を記録すること
によって行う。電波源は、ＫＳＰで定期的に観測を行っている電波源のうち、３Ｃ２７３Ｂ・３Ｃ２７９・４Ｃ３９．２５・３
Ｃ８４・０５５２＋３９８・ＮＲＡＯ５３０の６つの電波源を選び、１回の観測につき１０分間データ記録を行う。ギガビット
ＶＬＢＩシステムによるデータ記録と並行して、ＫＳＰ観測システムによるリアルタイムＶＬＢＩ処理とＫＳＰデータレコーダ
による記録も行い、ギガビットＶＬＢＩシステムによる観測結果との比較データとする予定である。今回の試験観測で取得した
データは、現在進めている相関処理ソフトウェアの開発で、実際のデータを用いたテストのために使用し、１Ｇｂｐｓを越える
ビットレートでの初めてのフリンジ検出を目指したい。５１２ＭＨｚという非常に広い連続した周波数帯域を観測するＶＬＢＩ
観測は今回が初めてであり、これまで観測できなかったような弱い電波源のＶＬＢＩ観測を可能にすることが期待できる。
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